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歌歌歌歌
門倉　さとし　作詩門倉　さとし　作詩門倉　さとし　作詩門倉　さとし　作詩
神野　和博　作曲神野　和博　作曲神野　和博　作曲神野　和博　作曲

１　人はさみしいとき１　人はさみしいとき１　人はさみしいとき１　人はさみしいとき
　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう
　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた
　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人
　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌

２　人はうれしいとき２　人はうれしいとき２　人はうれしいとき２　人はうれしいとき
　　どうして空を　みあげるのだろう　　どうして空を　みあげるのだろう　　どうして空を　みあげるのだろう　　どうして空を　みあげるのだろう
　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた
　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人
　　　　二人でわたった　虹のかけ橋　　　　二人でわたった　虹のかけ橋　　　　二人でわたった　虹のかけ橋　　　　二人でわたった　虹のかけ橋

３　人はくるしいとき３　人はくるしいとき３　人はくるしいとき３　人はくるしいとき
　　どうして指を　かぞえるのだろう　　どうして指を　かぞえるのだろう　　どうして指を　かぞえるのだろう　　どうして指を　かぞえるのだろう
　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた
　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人
　　　　うずまく風や　雪のふる夜　　　　うずまく風や　雪のふる夜　　　　うずまく風や　雪のふる夜　　　　うずまく風や　雪のふる夜

４　人はかなしいとき４　人はかなしいとき４　人はかなしいとき４　人はかなしいとき
　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう　　どうしてうたを　うたうのだろう
　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた　　　　あのうた　このうた
　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人　　　　あの人　この人
　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌　　　　出会いの歌　別れの歌


